観点別評価規準（案）

	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	●積極的に声を出して発話しようとしている。
●登場人物の気持ちやその時々の状況を想像しながら，感情を込めて音読しようとしている。
●時系列順に進む物語の流れと登場人物の行動を正確に読み取ろうとしている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文の内容について，英語の質問に英語で答えることができ，知り得た情報を英語で言うことができる。
●適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で発話できる。
●適切な強勢，リズム，イントネーションで音読できる。

	
	書くこと
	[bookmark: _GoBack]●本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
●登場人物の状況に立って，自身ならどのような返答や行動を起こすのか，英語で書いて表すことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●本レッスンの本文英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
●本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。
●音調，リズム，イントネーションに注意して聞き取り，登場人物の感情表現を正しく理解できる。

	
	読むこと
	●情景や登場人物の気持ちを想像しながら，感情を込めて朗読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
p. 71: 父親の言葉に対してのエマの返答が冷たいことなどの心情を読み取ることができる。
p. 72: 父親からもらった誕生日プレゼントに対して喜んでいないエマなどの，登場人物の状況をしっかりと掴むことができる。
p. 73: エマとトッドが服屋に着いてから，誕生日プレゼントを買っていないことが判明した時のエマとトッドのやり取りを読み取ることができる。
p. 74: エマが盗難したと疑いを持たれ，男性に捕まってからの展開を把握することができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●口語（セリフ）での特有の省略表現を理解できている。



